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 道南エリアをカバーする函館児童相談所を訪問。過去最多の

児童虐待への対応をお聞きしました。児童福祉司の増員で一人

当たり相談件数は改善される一方、職員数の増減が前年度の相

談件数に準じる課題等について伺うことができました。 

 不登校も過去最多となる中、不登校児童生徒の居場所をつく

る一般社団法人すまいるのとりくみを伺いました。子どもたち

が不登校の理由を「やる気がでない」と表現していても、よく

聞くと「食を食べる時間が足りない」「先生に声をかけられな

い」「忙しい」など、様々な理由があるとわかりました。函館

市の支援策もお聞きできました。 

 旭川市の農業産出額は約140億円。道内有数の米の生産地とい

うだけでなく、60以上の多品目の野菜生産は全道一です。特に

チンゲンサイ、小松菜などの葉物野菜は道内の主要産地で、北

海道のイエスクリーン（北のクリーン農産物表示制度）の取得が

進んでいます。旭川市は果物、花卉も生産される農業の一大生

産地で、市営の農業支援・研究施設があります。２日、能登谷

繁市議、石川厚子市議、真嶋隆英市議、中村みな子市議の案内

で農業施設を視察しました。 

 エゾハルゼミがなく江丹別中園の旭川市営牧場は、育成牛を

放牧し、酪農家を支えています。周辺に市民農園やキャンプ施

設が整備されています。江丹別若者の郷では、そば打ちやトマ

トジュース、ウインナーづくりを体験できる施設が整備され、

利用者に好評です。動植物が豊かなとみはら自然の森には市有

林があり、散策コースとして多くの市民が訪れ、クラフト作成

もできます。 

 農業センターには土壌分析や育成試験を行う専門施設で専門

家がいて、農業者の相談にのる頼もしい場所です。気候変動の

影響で旭川でもサツマイモやシャインマスカットまで収穫でき

るようになっていると説明を受け、驚きの声が上がりました。 

 燃油高騰の影響や温暖化対策で、ハウス農家で燃料を使うこ

とがほとんどなくなっているそうです。真下議員がとりくんで

きた無加温ハウス同様の二重三重仕様のビニルハウスでサツマ

イモや長なすなどの試験研究が行われていました。 

函館児童相談所で説明を受ける 

不登校支援「すまいる」で現状を聞く 

農業センター サツマイモのハウス栽培 

市営牧場の放牧地 

とみはら自然の家に展示されているクラフト 
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 ５月17日、特定外来種「セイヨウオオマルハナバチ

の監視活動」（主催：大雪山マルハナバチ市民ネット

ワーク）に参加しました。十勝岳を展望する美瑛町

「四季彩の丘」にご協力いただき、永嶺高校生徒を含

む24名が参加。満開のムスカリ、チューリップ、菜の

花の花畑にブーンと大きな羽音を立てて飛んでくるセ

イヨウオオマルハナばち69頭を駆除しました。 

 鮮やかな黄色と黒の横縞に、白いお尻がセイヨウの

目印。在来マルハナバチと間違えないように細心の注

意が必要です。観察していると在来種は花粉の方から

蜜を吸い、セイヨウは花の下から盗蜜していました。

この盗蜜が大雪山の貴重な高山植物などの受粉を妨

げ、減少の原因になります。東川町や上富良野町でも

監視活動を実施。真下議員が参加した2008年の監視活

動には約50人が参加していましたが、コロナの影響で

例年より参加人数は少なくなっています。名人技で

次々捕獲する方もいて、真下議員も4頭捕獲、他の方

のお手伝いもできました。捕獲したセイヨウは処分さ

れるため供養します。 

 2024年５月の質問は19年前から６回目。捕獲数の減

少を示して取組の強化を求めました。今年は連休前に

イベント情報が公開されました。4月～5月、繁殖前の

女王バチの捕獲が効果的です。庭や花壇に飛んできま

すので、駆除にご協力ください。  

捕獲方法は道庁HP等を参考にして

ください。 

https://www.pref.hokkaido.lg.jp/ks/skn/alien/

seiyo/seiyo_top.html 

 本州への物流路線を担う「道

南いさりび鉄道」の赤字負担割

合「道８：沿線３自治体２」の割合の見直し方針が道

から示されました。沿線自治体は、生活路線、道南観

光に果たす役割と北海道と本州との物流を担う役割を

強調。道は負担割合を減らすと明示しないものの今後

検討されます。2038年度以降となる北海道新幹線開業

延期の影響や、車両更新、施設整備等の負担等の課題

の解決が求められます。道南いさりび鉄道本社、函館

市役所を訪ね、現状・課題等意見をお聞きしました。 

 5月31日、石狩川水系忠別川総合水防演習2025が行われ

ました。災害時の電気自動車から給電する展示や土嚢設置

などの水防技術が披露されました。 

 全国菓子大博覧会北海道が30日

～15日まで旭川市で開催され、多く

の方が来場しました。 


